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「原⼦⼒に関する世論調査」は、原⼦⼒に関する世論の動向や情報の受け⼿の意識を正確に把握すること、
そして、情報の受け⼿が求めている情報を伝えるための知⾒を得てステークホルダーが活⽤できる発信⽅法を検
討することを⽬的に実施している。  

本調査は 2006 年度から実施しており、2024 年度の調査で 18 回⽬となる。調査結果の詳細は当財団
の HP 上で公開している（2025 年度の結果は 2026 年 3 ⽉公開予定）。 
 
原⼦⼒に関する世論調査 
https://www.jaero.or.jp/poll/ 
 
 2024 年度の調査結果における⼤きな特徴は，原⼦⼒発電の積極的利⽤を⽀持する割合が維持される⼀
⽅で，「わからない」との回答が増加し、過去最⼤値を記録した点である。ロシアによるウクライナ侵攻を契機に
エネルギー安定供給への関⼼が⾼まり、原⼦⼒の活⽤を求める意⾒が増えた⼀⽅で、今後の利⽤について「わ
からない」と回答する割合が約 3 分の 1 に達した。年代別の結果では全年代で「わからない」との回答が増加傾
向にあるが、特に 24 歳以下の層で顕著であった． 
 上記の通り、今後の原⼦⼒利⽤に対する考えで「わからない」という意⾒が増えてきていることから，2024 年
度は新たに「今後の原⼦⼒利⽤について『わからない』と回答した理由」を問う設問を新設した。その主因として
「どの情報を信じてよいかわからない」という回答が最多であったことから、信頼性の⾼い情報発信の重要性が⽰
唆された。 


